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１ 概要

・ 平成２４年８月１日に、備前保健所管内の高等学校生徒が、県外滞在中に肺結核
を発病していると診断され、滞在地の保健所へ結核患者の届出がされた。

・ ８月２２日に、滞在地の保健所から備前保健所へ感染症法に基づく接触者健康診
断について依頼があった。

・ ９月１８日から、その生徒と接触の度合いが高い生徒と職員の１４２名につい
て、健康診断（クォンティフェロン検査（※１）、必要な場合、胸部エックス線検
査）を行った。

・ 健康診断結果により、感染者（※２）１６名が確認され、その内要精密検査とな
った生徒１名が本日肺結核発病と診断されたため、国の定める「結核集団感染」
（※３）に該当し、集団感染事例として厚生労働省に報告した。

・ 県外滞在中に肺結核を発病していると診断された生徒は、平成２４年４月から咳
症状、胸のつかえ感あり（食事後に咳きこみ、嘔吐）で受診するが、神経性胃炎と
診断された。７月中旬から発熱、体重減少があった。入院していたが、現在は回復
し、退院している。

・ 本日肺結核を発病していると診断された生徒は、現在、無症状である。
・ 感染者には発病予防のための内服を勧める。

２ 健康診断の結果

・ 対象者数 １４５名（生徒８９名、職員５６名）
・ 受診者数 １４２名（生徒８７名、職員５５名）
・ 発病者 １名（生徒 １名）
・ 感染者 １５名（生徒 ８名、職員 ７名)

３ 今後の対応

・ 健康診断の対象者を全校生徒などに拡大し、実施する。
・ 備前保健所では、所内に集団感染対策委員会（備前保健所長、保健課長、保健
師、学校関係者、健康推進課長、結核専門家等）を設置し、学校設置の感染症対策
本部と連携し、感染拡大防止、早期発見、再発予防等の対応について、万全を期す
こととしている。

・ 県教育委員会等を通じ、県内の学校に対して注意喚起を行う。



４ 県民の皆様へ

・ 結核の初期症状は、風邪によく似ています。①咳やたんが２週間以上続く②体が
だるい③急に体重が落ちる等の症状がみられる場合は、結核を疑って早めに医療機
関を受診してください。

・ 早期発見は、適切な治療につながり、家族や職場等への感染の拡大防止にもつな
がります。

・ 結核を発病しても、きちんと服薬すれば多くの患者は完治します。
・ 発病前の「感染」の状態で発見できれば、服薬により発病を予防できます。

５ 報道にあたってのお願い

・ 本「お知らせ」は、感染症の発生又はまん延の防止を図るため、県民へ結核につ
いて注意喚起を行うものです。つきましては、感染症の患者等の人権尊重には御配
慮、御理解頂きますようお願いします。

備 考 (※１)「クォンティフェロン検査」
結核菌に感染しているかどうかを調べる血液検査

(※２)「感染者」
結核菌に感染しているが発病していない者

(※３)「集団感染」
厚生労働省の定義で、同一の感染源が、２家族以上にまたが

り、２０人以上に結核を感染させた場合をいい、発病者１人を６
人の感染者に相当するとして計算する。

【参考】
結核患者発生状況及び集団感染事例

（１）発生状況（平成２３年）
新登録患者数 罹患率

全国 ２２，６８１人 １７．７
岡山県 ３１１人 １６．０

※罹患率：1年間の新登録患者を人口１０万人対で算出
※新登録患者数には感染者は含まれません。

（２）結核集団感染事例
全国（平成２４年３月３１日現在）

年 総件数 うち学校
平成２３年 ４９件 ７件
平成２２年 ３６件 ２件
平成２１年 ３０件 ５件
平成２０年 ４７件 ３件
平成１９年 ４２件 ２件


